
●
審
査
結
果
に
つ
い
て

畜
産
に
つ
い
て
広
く
県
民
の
方
々
か

ら
理
解
・
信
頼
を
得
る
こ
と
と
、
畜
産

農
家
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
神
奈
川
県
畜

産
環
境
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
県
内
百
十
九
戸
の
畜
産
農
家
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
乳
牛
・
肉

牛
・
養
豚
・
養
鶏
の
四
部
門
に
分
か
れ
、

畜
舎
の
周
り
に
つ
い
て
き
れ
い
な
景
観

が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
（
畜
舎
周
辺
の

環
境
美
化
）、
臭
気
・
騒
音
・
家
畜
の
疾

病
予
防
等
の
対
策
を
し
て
い
る
か
（
畜

舎
等
の
衛
生
対
策
）、家
畜
ふ
ん
堆
肥
に

つ
い
て
農
地
等
に
還
元
さ
れ
て
い
る
か

（
資
源
循
環
の
実
施
状
況
）、
地
域
で
の

社
会
見
学
の
受
入
や
消
費
者
と
の
交
流

等
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
か
（
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
）
等

の
四
つ
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
査
方
法
は
、
ま
ず
県
内
を
五
つ
の

地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と

に
審
査
を
行
い
（
地
域
審
査
）、
各
地

域
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
二
十
一
農
場
に

つ
い
て
県
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
最
優

秀
賞
一
農
場
、
優
秀
賞
三
農
場
、
特
別

賞
二
農
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
式
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
に

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
表
彰
だ
け
で
な

く
各
受
賞
農
家
の
取
り
組
み
事
例
も
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
研
修
要
素

も
含
ま
れ
た
内
容
で
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。
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●
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
受
賞
農
家

に
対
す
る
記
念
品
（
看
板
）
贈
呈

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
有
限
会
社　

石
田
牧
場
に
対
し
て
は
、
記
念
品
と
し

て
そ
の
栄
誉
を
称
え
た
看
板
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

●
受
賞
農
家

・
最
優
秀
賞

　

有
限
会
社　

石
田
牧
場

・
優
秀
賞

　

石
井
牧
場
（
肉
牛
の
部
）

　

有
限
会
社　

ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク

�

（
養
豚
の
部
）

　

大
木
養
鶏
場
（
養
鶏
の
部
）

・
特
別
賞

　

株
式
会
社　

み
や
じ
豚

�

（
養
豚
の
部
）

　

井
上
養
鶏
場
（
養
鶏
の
部
）

以
上
の
六
農
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

（http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.
jp/cnt/f4109/p729154.htm

l

）

●
平
成
二
十
六
年
度
神
奈
川
県
畜
産
環

境
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

引
き
続
き
当
該
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
県
畜
産
課
畜
産
環
境
グ
ル
ー
プ
）

二
月
に
は
四
〇
年
振
り
の
大
雪
が
二

回
も
降
り
、
各
種
の
交
通
網
が
寸
断
さ

れ
る
等
、
農
畜
産
関
係
も
大
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
取
り
分
け
、
そ
の
日
の
う

ち
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
牛
乳

運
搬
作
業
の
支
障
に
は
困
窮
を
極
め
た

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
深
い
雪
に

足
を
取
ら
れ
た
集
乳
車
を
待
つ
酪
農
家

の
皆
様
の
心
境
は
如
何
ば
か
り
だ
っ
た

か
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
雪
が
解
け
て
春
を
迎
え
る
と
、

出
番
を
待
っ
て
い
た
の
が
お
雛
様
。
梅

が
咲
き
、
早
咲
き
の
桜
が
綻
び
、
桃
の

花
の
出
番
で
す
。
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ
作

詞
の
「
雛
祭
り
の
歌
」
は

灯あ
か

り
を
点つ

け
ま
し
ょ
雪ぼ
ん

洞ぼ
り

に
〉
お
花

を
上
げ
ま
し
ょ
桃
の
花
〉
五
人
囃ば

や

子し

や

笛
太
鼓
〉
今
日
は
楽
し
い
雛
祭
り
〉
と

あ
り
、
桃
の
花
を
供
え
な
け
れ
ば
お
雛

祭
り
ら
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。

桃
の
節
句
で
少
子
化
対
応
策

　
　
濁ど
ぶ

酒ろ
く

特
期

4

4

と
牛
乳
消
費
拡
大

桃
の
花
の
色
は
桃
色
、
即
ち
こ
れ
こ

そ
が
ピ
ン
ク
で
す
。
近
頃
は
赤
と
白
の

中
間
色
＝
淡
紅
色
を
全
て
ピ
ン
ク
と
し
、

桜
色
が
ピ
ン
ク
の
代
表
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
本
来
は
桃

色
が
ピ
ン
ク
の
代
表
で
す
。
撫な

で

子し
こ

も
英

語
で
は
ピ
ン
ク
で
す
。
桃
も
撫
子
も
女

性
の
色
で
あ
り
、
男
女
間
の
情
事
は
桃

色
遊
戯
と
言
い
ま
す
。
撫
子
競
技
は
サ

ッ
カ
ー
で
し
た
よ
ね
。
雛
祭
り
の
歌
の

二
番
目
の
歌
い
出
だ
し
に
は

お
内
裏
様
に
お
姫
様
〉
と
あ
り
ま
す

が
、
お
内
裏
様
と
は
天
皇
皇
后
を
か
た

ど
っ
た
一
対
の
雛
人
形
の
こ
と
。
だ
か

ら
、
こ
れ
を
正
し
く
歌
う
に
は

雄
雛
様
に
雌
雛
様
〉
と
歌
う
の
が
本

当
で
し
ょ
う
か
。
菱
餅
を
供
え
、
白
酒

で
祝
う
日
本
古
来
の
こ
の
祭
り
は
、
二

月
一
四
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
三

月
一
四
日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
と
い
う
毛

唐
（
外
国
人
）
た
ち
の
祭
り
に
お
株
を

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
愛
情
チ
ョ

コ
、
義
理
チ
ョ
コ
、
友
チ
ョ
コ
、
そ
れ

に
キ
ャ
ン
デ
ー
を
お
返
し
す
る
よ
り
も
、

桃
の
節
句
に
は
想
い
慕
う
男
性
に
白
酒

を
贈
り
、
男
か
ら
は
愛
し
い
お
姫
様
に

菱
餅
を
贈
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

女
性
は
白
酒
、
雛
祭
り
用
の
特
別
免

税
濁ど

ぶ

酒ろ
く

を
造
る
。
国
は
免
税
の
特
区
で

は
な
く
雛
祭
り
特
期

4

4

＝
特4

別
免
税
期4

間

を
設
け
る
粋
な
計
ら
い
を
す
る
。
濁
酒

造
り
が
出
来
な
か
っ
た
と
き
に
は
焼
酎

に
牛
乳
を
入
れ
ば
立
派
な
白
酒
さ
。

男
は
菱
形
の
桃
色
、白
色
、草
色
＝
情

熱
と
清
純
と
潤
い
を
表
す
三
色
で
「
犇ひ

し

と
貴
女
を
抱
き
し
め
る
」
菱ひ
し

餅
を
。
粘

り
の
強
い
力ち

か
ら

餅も
ち

を
搗つ

い
て
贈
っ
た
ら
毛

唐
ど
も
の
キ
ャ
ン
デ
ー
よ
り
も
格
段
の

効
果
が
あ
る
と
思
う
よ
。
こ
れ
こ
そ
が

少
子
化
対
応
策
だ
。

�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

肉
用
牛
肥
育
技
術
向
上
と
経
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
県
畜
産
課
、
県
畜

産
技
術
所
、
県
畜
産
会
、
全
農
神
奈
川

県
本
部
、
神
奈
川
県
肉
用
牛
協
会
、
県

畜
産
技
術
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
講

習
会
及
び
肉
牛
関
連
事
業
の
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日

（
水
）
十
一
時
か
ら
十
五
時

場
所　

伊
勢
原
市
農
協
本
所

�

3
階
大
会
議
室

内
容

【
講
演
会
】

　
「
食
品
製
造
残
渣
を
飼
料
原
料
に
利

用
す
る
際
の
留
意
点
」

　

講
師　

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

　
　
　
　

動
物
資
源
科
学
科

�

丹
羽
美
次
教
授

【
事
業
等
説
明
会
】

　
「
か
な
が
わ
産
牛
肉
地
産
地
消
推
進

事
業
に
つ
い
て
」：
県
畜
産
課

�

（
問
合
せ　

経
営
指
導
部　

倉
迫
）

『
十
一
月
及
び
十
二
月

�

販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
3
四
半
期

十
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種　
　
　
　
　
　
　

〇
円

交
雑
種　
　
　
　

一
四
、二
〇
〇
円

乳
用
種　
　
　
　

四
一
、四
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
3
四
半
期

十
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種　
　
　
　
　
　
　

〇
円

交
雑
種　
　
　
　
　

六
、〇
〇
〇
円

乳
用
種　
　
　
　

四
五
、三
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日

販
売
報
告
書
は
、
販
売
月
の
翌
月
末

ま
で
に
提
出
し
、
同
時
に
ト
レ
サ
の
転

出
を
完
了
し
て
下
さ
い
。
ト
レ
サ
転
出

が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
販
売
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
て
も
補
填
金
交
付

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

平
成
二
十
五
年
度
第
3
四
半
期

（
二
十
五
年
十
～
十
二
月
）の
指
定
肉
用

子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価

格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種　
　

五
三
八
、九
〇
〇
円

交
雑
種　
　
　

一
四
四
、九
〇
〇
円

乳
用
種　
　
　

三
三
三
、五
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」
に
つ
い

て
、
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用
子
牛
価

格
安
定
基
金
協
会
）

平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広

く
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
①
情
報
交
換
・
情
報
の
提

供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、
③
優
良

事
例
・
関
係
機
関
等
の
視
察
、
④
行

政
・
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
等

を
年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
個
々
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
、
神
奈
川
の
畜
産
を
も
り
立
て
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
年
間
五
千
円
と
し
、
家
族

で
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
一
家
族
五
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

平
成
二
十
六
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
二
十
四
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り（
別
表
：
死
亡
牛
届
出
受
付
、

受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

引
き
続
き
、死
亡
牛
B
S
E
検
査
の

円
滑
な
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

平
成
二
十
五
年
度
神
奈
川
県
畜
産

環
境
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

肉
用
牛
技
術
講
習
会
の
開
催

新
マ
ル
キ
ン
事
業

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

平
成
二
十
六
年
度
死
亡
牛
の
届

出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て

受賞された石田栄男氏（左）と陽一氏（右）

表彰式会場の様子

死亡牛届出連絡先
連絡先（電話番号、FAX）    所　管　区　域

県央家畜保健衛生所
電話　046-238-9111（代表）
携帯　080-3403-0157　※
FAX  046-238-9124

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、
逗子市、相模原市、三浦市、厚木市、
大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、
三浦郡、愛甲郡

湘南家畜保健衛生所
電話　0463-58-0152（代表）
携帯　080-3403-0156　※
FAX  0463-58-5679 

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、
南足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、
※藤沢市、茅ヶ崎市、高座郡
　は県央家保死亡牛保管施設へ搬入

※休日開庁日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。
　休日閉庁日の死亡牛の届出は、FAX でお願いします。

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4
　
　
月

1 2 3 4 5 6

10
　
　
月

1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26

28 29 30 27 28 29 30 31

5
　
　
月

1 2 3 4

11
　
　
月

1 2

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30

6
　
　
月

1

12
　
　
月

1 2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14

9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21

16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26 27 28

23 24 25 26 27 28 29 29 30 31

30

1
　
　
月

1 2 3 4

7
　
　
月

1 2 3 4 5 6 5 6 7 8 9 10 11

7 8 9 10 11 12 13 12 13 14 15 16 17 18

14 15 16 17 18 19 20 19 20 21 22 23 24 25

21 22 23 24 25 26 27 26 27 28 29 30 31

28 29 30 31

2
　
　
月

1

8
　
　
月

1 2 3 2 3 4 5 6 7 8

4 5 6 7 8 9 10 9 10 11 12 13 14 15

11 12 13 14 15 16 17 16 17 18 19 20 21 22

18 19 20 21 22 23 24 23 24 25 26 27 28

25 26 27 28 29 30 31

3
　
　
月

1

9
　
　
月

1 2 3 4 5 6 7 2 3 4 5 6 7 8

8 9 10 11 12 13 14 9 10 11 12 13 14 15

15 16 17 18 19 20 21 16 17 18 19 20 21 22

22 23 24 25 26 27 28 23 24 25 26 27 28 29

29 30 30 31

平成26年度　死亡牛の届出受付、受入日程

　　 受入日　　　　閉庁日

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
26年4月14日（月）～4月18日（金）
26年5月19日（月）～5月23日（金）

ナイター開催
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
不
耕
起
栽
培

研究情報
は
じ
め
に

　

不
耕
起
栽
培
は
、
も
と
も
と
は
ア
メ

リ
カ
中
西
部
の
グ
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ン
ズ

（
穀
倉
地
帯
）
に
お
い
て
、
過
度
な
耕

起
が
原
因
で
発
生
し
た
土
壌
流
出
か
ら

農
地
を
守
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
栽
培

方
法
で
す
が
、
近
年
は
省
力
的
栽
培
方

法
と
し
て
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
中
心

に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
北
海
道
や
九

州
地
方
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
省
力
的
栽

培
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
機
械
が
大
型
で
あ
る
た
め
、
本
県

の
よ
う
な
比
較
的
小
面
積
の
ほ
場
が
点

在
す
る
条
件
で
の
利
用
は
難
し
い
も
の

で
し
た
。

　

生
研
セ
ン
タ
ー
と
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
矢

崎
が
共
同
開
発
し
た
、
三
〇
馬
力
程
度

の
小
型
ト
ラ
ク
タ
に
装
着
可
能
な
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
用
不
耕
起
播
種
機
が
、
昨
年

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
本
県
に
お
い
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
二
期
作
栽
培
の
取
り
組
み
が
広
が
る

中
、
二
作
目
に
不
耕
起
栽
培
を
導
入
す

る
こ
と
が
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
お

り
、
本
県
に
お
い
て
も
不
耕
起
栽
培
の

普
及
が
今
後
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
不
耕
起
栽
培
の
導
入
の
参

考
と
し
て
、
畜
産
技
術
所
に
お
け
る
不

耕
起
栽
培
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

一
．
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
期
作
で
の
利
用

　

本
県
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
期
作

は
、
一
作
目
の
収
穫
期
が
七
月
下
旬
と

な
り
、
二
作
目
の
播
種
の
目
安
が
八
月

七
日
頃
ま
で
と
な
る
た
め
、
一
作
目
の

収
穫
か
ら
二
作
目
の
播
種
ま
で
の
期
間

が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
短
期
間
に
確
実
に
播
種
す
る
た
め
、

二
作
目
に
不
耕
起
栽
培
を
導
入
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
に
実
施
し
た
試
験

で
は
、
一
作
目
を
七
月
二
十
六
日
、

二
十
七
日
に
細
断
型
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
体

系
で
収
穫
し
、
そ
の
後
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル

を
運
搬
し
た
後
に
二
作
目
を
耕
起
ま
た

は
不
耕
起
栽
培
し
ま
し
た
。
こ
の
試
験

の
不
耕
起
栽
培
に
は
、
み
の
る
式
大
豆

用
不
耕
起
播
種
機
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用

に
改
良
し
た
播
種
機
を
使
用
し
ま
し

た
。（
写
真
1
）

　

耕
起
栽
培
で
は
、
堆
肥
散
布
、
プ
ラ

ウ
耕
、ロ
ー
タ
リ
耕
、ス
パ
イ
ク
ハ
ロ
ー

に
よ
る
整
地
の
後
、
八
月
十
二
日
に
播

種
し
ま
し
た
。
播
種
直
後
に
K
型
ロ
ー

ラ
で
鎮
圧
、
除
草
剤
（
土
壌
処
理
）
を

散
布
し
、
十
二
月
八
日
に
収
穫
し
ま
し

た
。

　

不
耕
起
栽
培
で
は
、
収
穫
後
そ
の
ま

ま
八
月
三
日
に
播
種
し
ま
し
た
。
播
種

直
後
に
除
草
剤
（
非
選
択
性
）、
二
週

間
後
に
除
草
剤
（
茎
葉
処
理
）
を
散
布

し
、
十
一
月
二
十
四
日
に
収
穫
し
ま
し

た
。
こ
の
試
験
に
は
、
み
の
る
式
大
豆

用
不
耕
起
播
種
機
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用

に
改
良
し
た
播
種
機
を
使
用
し
ま
し

た
。（
写
真
1
）

　

栽
培
期
間
は
、
耕
起
栽
培
の
方
が
五

日
間
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
播
種

す
る
こ
と
に
よ
り
栽
培
期
間
の
有
効
積

算
温
度
（
一
〇
度
基
準
）
は
、
不
耕
起

栽
培
の
方
が
一
三
七
℃
高
く
な
り
ま
し

た
。（
図
1
）

　

そ
の
結
果
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

時
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
が
耕
起
栽
培
で
は

乳
熟
期
か
ら
糊
熟
期
で
あ
っ
た
に
対
し

て
、
不
耕
起
栽
培
で
は
糊
熟
期
か
ら
黄

熟
期
と
な
り
、
不
耕
起
栽
培
の
方
が
耕

起
栽
培
と
比
べ
て
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た

り
の
乾
物
収
量
は
一
四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

多
く
、
乾
物
率
は
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

高
く
な
り
ま
し
た
。（
図
1
）

　

不
耕
起
栽
培
で
は
、
播
種
前
の
耕
起

作
業
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
り
耕
起
栽

培
よ
り
早
く
播
種
す
る
こ
と
で
、
気
温

の
高
い
時
期
に
長
く
栽
培
期
間
を
確
保

し
て
有
効
積
算
温
度
が
高
く
な
り
、
そ

の
結
果
収
穫
時
の
登
熟
も
進
み
、
乾
物

収
量
、
乾
物
率
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
期

作
栽
培
に
お
い
て
不
耕
起
栽
培
が
有
効

な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
．
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
収
穫
後

で
の
利
用

　

新
開
発
の
播
種
機
は
、
耕
起
、
不
耕

起
の
両
方
の
ほ
場
条
件
に
対
応
し
た
播

種
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
試
験
で
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
収
穫
後
、
耕
起
、
不
耕
起
の
両
方
の

条
件
で
播
種
機
の
性
能
を
評
価
し
ま
し

た
。
こ
の
試
験
に
は
、
生
研
セ
ン
タ
ー

の
所
有
す
る
試
作
機
を
使
用
し
ま
し

た
。（
写
真
2
）

　

耕
起
ほ
場
は
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
収
穫
後
ロ
ー
タ
リ
耕
を
二
回
実
施
し

播
種
直
前
に
K
型
ロ
ー
ラ
で
鎮
圧
し
た

状
態
で
六
月
十
七
日
に
播
種
し
、
不
耕

起
ほ
場
は
二
番
草
の
草
丈
が
二
〇
か
ら

四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
っ
た

状
態
で
六
月
十
四
日
に
播
種
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
、秒
速
一
・
五
メ
ー
ト
ル
（
作

業
能
率
は
一
時
間
に
四
〇
ア
ー
ル
程

度
）
お
よ
び
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
（
作
業

能
率
は
一
時
間
に
六
〇
ア
ー
ル
程
度
）

の
二
つ
の
ス
ピ
ー
ド
で
行
い
ま
し
た
。

　

播
種
機
の
株
間
お
よ
び
深
さ
の
設
定

は
、
い
ず
れ
も
一
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

お
よ
び
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
ま
し

ま
播
種
す
る
と
播
種
溝
の
切
削
が
阻
害

さ
れ
、
不
完
全
な
形
状
の
播
種
溝
か
ら

種
子
が
逸
出
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

苗
立
率
が
低
下
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

デ
ィ
ス
ク
ハ
ロ
ー
で
畑
表
層
の
攪
乱
や

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
残
根
の
切

断
を
行
い
、
播
種
床
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
開
発
の
播
種
機
で
は
、

播
種
前
に
簡
易
耕
を
し
な
い
不
耕
起
ほ

場
で
の
播
種
で
、
耕
起
ほ
場
と
苗
立
率

や
乾
物
収
量
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
開
発
の
播
種
機
は
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
収
穫
後
の
ほ
場
で
も
、

事
前
に
簡
易
耕
を
せ
ず
に
不
耕
起
播
種

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
と
の
二
毛
作
栽
培
で
、
よ
り

省
力
的
な
栽
培
方
法
と
し
て
の
利
用
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
不
耕
起
栽
培
は
、

省
力
的
な
栽
培
方
法
と
し
て
今
後
普
及

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
堆

肥
の
施
用
が
で
き
な
い
（
表
面
散
布
は

可
能
で
す
が
、
臭
気
の
発
生
の
理
由
か

ら
難
し
い
と
思
い
ま
す
）
な
ど
の
今
後

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
像

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
新
開
発
の
播

種
機
を
用
い
て
、
実
際
に
酪
農
家
ほ
場

で
実
証
試
験
や
栽
培
事
例
を
収
集
し
、

生
研
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
他
県
と
共
同

し
て
機
械
の
改
良
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、不
耕
起
栽
培
の
導
入
に
よ
り
、

自
給
飼
料
の
増
産
の
取
り
組
み
が
拡
大

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

畜
産
技
術
所　

企
画
研
究
課

�

折
原
健
太
郎
）

　
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
ス
メ

　

平
成
二
十
五
年
十
月
に
我
が
国
で
は

七
年
ぶ
り
に
豚
流
行
性
下
痢
の
発
生
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
二
十
四
日
現

在
、
七
県
百
六
十
七
農
場
に
お
い
て
発

生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
豚
流
行

性
下
痢
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
豚
の
届

出
伝
染
病
で
、
糞
便
を
介
し
て
経
口
感

染
し
ま
す
。

　

今
般
、
発
生
が
確
認
さ
れ
た
事
例
に

つ
い
て
、
疫
学
調
査
を
実
施
中
で
す

が
、
病
原
体
の
農
場
へ
の
侵
入
は
、
感

染
豚
の
導
入
及
び
感
染
豚
の
糞
便
に
汚

染
さ
れ
た
車
両
や
物
品
の
持
ち
込
み
等

に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

農
場
に
お
け
る
家
畜
や
人
の
流
れ
を

考
え
た
と
き
、
家
畜
の
導
入
や
農
場
へ

の
人
の
立
入
、
飼
料
の
搬
入
が
ま
ず
頭

に
浮
か
び
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
入
口
」

に
例
え
る
な
ら
、
家
畜
や
畜
産
物
の
出

荷
、糞
尿
や
堆
肥
の
搬
出
等
は
「
出
口
」

に
例
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
家
畜
や

畜
産
物
の
出
口
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病

原
体
に
と
っ
て
は
、
農
場
へ
の
侵
入
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
口
対
策
と
し
て
は
、
家
畜
導
入
時

の
隔
離
お
よ
び
健
康
観
察
。
農
場
入
口

で
の
車
両
消
毒
、
訪
問
者
の
履
物
と
衣

類
の
交
換
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
出
口
対

策
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

家
畜
市
場
、
と
畜
場
等
の
畜
産
関
係

施
設
に
入
退
場
の
際
に
は
、
手
指
・
足

元
お
よ
び
車
両
の
洗
浄
・
消
毒
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
と
畜
場
出
荷

後
の
家
畜
運
搬
車
は
、
荷
台
も
含
め
確

実
に
洗
浄
・
消
毒
を
実
施
し
た
上
で
退

場
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
堆
肥
舎
等
を
利
用
し
て

い
る
場
合
、
発
酵
前
の
糞
便
中
に
は
い

ろ
い
ろ
な
病
原
体
が
潜
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
同
様
に
手

指
・
足
元
お
よ
び
運
搬
車
両
の
洗
浄
・

消
毒
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
原
体
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
も

ち
ろ
ん
一
番
サ
イ
ズ
の
大
き
な
寄
生
虫

卵
で
あ
っ
て
も
私
達
の
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
。
常
に
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
定
期
的

な
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

�

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

荒
井
）

　

今
年
も
豆
ま
き
が
終
わ
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
も
う
桜
の
咲
く
季
節
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
元
旦
に
今
年
の
目
標
を

立
て
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

実
行
で
き
て
い
ま
す
か
。
私
の
目
標
は

毎
日
一
度
家
族
を
、
職
員
を
、
牛
を
褒

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
ど
う
し
て
難
し
い
も
の
で
す
。
今
年

は
丙
午
、
過
去
を
振
り
返
る
と
あ
ま
り

良
い
こ
と
が
起
き
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
皆
様
の
熱
い
思
い
で
神
奈
川
県
民

に
美
味
し
い
安
全
な
ミ
ル
ク
や
お
肉
を

届
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
大
野
山
で
は
十
月
か
ら
翌
年

の
三
月
ま
で
は
概
ね
舎
飼
と
な
り
、
採

草
地
で
昨
年
収
穫
し
た
牧
草
サ
イ
レ
ー

ジ
と
チ
モ
シ
ー
や
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を

混
ぜ
た
乾
牧
草
を
給
与
し
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
牛
も
職
員
も
少
し
運
動
不
足

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
牛
に
と
っ
て
は

こ
の
時
期
い
か
に
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

発
育
さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
成
績
向
上

に
と
っ
て
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
の
四
月
に
入
牧
し
た
チ
ビ
牛

さ
ん
達
は
こ
の
時
期
に
前
年
度
牛
に
負

け
な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
に
育
ち
、
そ

し
て
月
齢
も
お
年
頃
に
な
り
人
工
授
精

を
実
施
し
ま
す
。
職
員
も
落
ち
着
い
て

繁
殖
に
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
る
時
期

で
も
あ
り
寒
い
で
す
が
毎
日
楽
し
く
仕

事
に
精
を
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
順
調
に
新
年
度
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

最
大
の
苦
難
は
、
昨
年
の
夏
の
天
候
の

影
響
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
近
年

沈
静
化
し
て
い
ま
し
た
ダ
ニ
に
よ
る
ピ

ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
が
、
久
し
ぶ
り
に
秋
に

認
め
ら
れ
た
事
で
し
た
。
一
時
、
牛
に

検
査
や
治
療
と
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た

事
、
又
暑
熱
に
よ
り
牧
草
が
伸
び
な
い

事
と
重
な
り
、
秋
に
体
重
が
伸
び
悩
ん

だ
事
で
し
た
。
職
員
の
努
力
の
甲
斐
が

あ
り
今
は
回
復
し
元
気
に
育
っ
て
い
ま

す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成

二
十
五
年
度
の
目
標
と
し
て
き
た
一
日

増
体
重
六
八
〇
グ
ラ
ム
を
二
月
ま
で
は

な
ん
と
か
ク
リ
ア
し
て
き
ま
し
た
。
あ

と
も
う
少
し
、
が
ん
ば
っ
て
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
大
野
山
牧
場
機
能
の
廃

止
に
つ
い
て
平
成
二
十
八
年
三
月
を
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
で
具
体
的

に
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。
時
期
が

は
っ
き
り
し
た
こ
と
で
も
う
一
回
、
来

月
四
月
に
預
託
牛
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
精
一
杯

職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
御
助

言
・
御
協
力
の
程
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長　

原
田
）

た
が
、
ほ
場
条
件
お
よ
び
作
業
ス
ピ
ー

ド
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
設
定
通
り
に
播
種

で
き
ま
し
た
。（
表
1
）

　

耕
起
、
不
耕
起
と
ほ
場
条
件
の
違
い

に
よ
り
苗
立
率
、
乾
物
収
量
に
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
業
ス

ピ
ー
ド
は
秒
速
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
方

が
苗
立
率
が
高
く
、
乾
物
収
量
も
多
く

な
る
傾
向
で
し
た
。（
写
真
3
、
図
2
）

　

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
強
固

な
ル
ー
ト
マ
ッ
ト
を
形
成
す
る
た
め
、

既
存
の
不
耕
起
播
種
機
で
は
、
そ
の
ま

家
保
だ
よ
り

り
よ
た
山
野
大

写真１

写真２

写真３

図１　栽培方法の違いが２作目トウモロコシの栽培期間の有効積算温度、乾物収量および乾物率に与える影響

図２　イタリアンライグラス収穫後ほ場におけるほ場条件および
作業スピードの違いが苗立率および乾物収量に与える影響

表１　ほ場条件および作業スピードの違いが播種精度に与える影響

ほ場条件 土壌含水率
（％）

作業速度
（m/s）

株間
（cm）

深さ
（cm）

耕　起 51.5 1.5 18.1±3.04 3.3±0.65

2.0 17.2±4.63 3.0±1.01

不耕起 73.8 1.5 17.9±3.63 2.9±0.65

2.0 18.8±2.72 3.1±0.64

播種機の設定は、株間 19cm、深さ 3cm


